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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

住
民
の
皆
様
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

と
存
じ
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
村
政
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
８
月
の
広
島
土
砂
災
害
、
本

村
で
は
天
塩
川
増
水
よ
る
避
難
指
示
、
９

月
は
御
嶽(

お
ん
た
け)

山
噴
火
、
11
月

は
長
野
北
部
地
震
と
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
一
年
で
し
た
。
住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
事
は
我
々
の
基
本
で
あ
り
、
平
時

に
災
害
を
予
測
し
た
準
備
が
重
要
と
改
め

て
認
識
致
し
ま
し
た
。
避
難
困
難
者
の
把

握
や
備
蓄
食
品
等
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

再
点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
４
年
間
の
任
期
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。「
あ
れ
も
」「
こ

れ
も
」
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

予
算
と
時
間
に
は
限
り
が
あ
る
。
優
先
順

位
を
決
め
な
け
れ
ば
、‥
な
ど
。
如
何(

い

か
ん)

せ
ん
経
験
を
補
う
も
の
は
何
も
な

置
を
起
点
に
村
が
提
言
し
て
お
り
ま
す
、
バ
イ

オ
ガ
ス
に
よ
る
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
の

調
査
・
検
討
を
行
い
、
地
球
環
境
保
全
、
さ
ら

に
は
地
域
産
業
化
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校

チ
セ
ネ
シ
リ
寮
の
食
堂
等
の
増
改
築
も
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
元
か
ら
遠
く
離
れ
て

い
る
生
徒
の
住
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り

保
護
者
へ
の
安
心
と
高
等
学
校
振
興
を
よ
り
一

層
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
「
音
威
子
府
バ

イ
パ
ス
工
事
」
も
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
早

期
完
成
に
向
け
工
事
関
連
業
者
は
鋭
意
努
力
を

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
様
々
な
地
域
貢
献
事
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
村
民
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
・
豊
か

な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
議
員
一
同
全
力
で

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
村
民
皆
様
に
取
り
ま
し
て
よ
り
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

り
若
干
増
加
し
て
お
り
、
本
年
に
向
け
て
は
良

質
な
粗
飼
料
の
受
給
率
を
上
げ
、
経
営
安
定
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
ま
し
て
も
、
い
ま
だ
先
行
き
が
見
え
な

い
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」
や
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」

な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
不
透
明
な
部

分
が
あ
り
ま
す
が
、
各
関
係
者
力
を
合
わ
せ
て

基
幹
産
業
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

平
成
25
年
よ
り
診
療
開
始
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
村
立
診
療
所
三
好
義
範
先
生
に
お

か
れ
ま
し
て
は
村
民
の
健
康
保
持
の
た
め
日
夜

問
わ
ず
奮
闘
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
か

ら
は
村
内
外
の
患
者
無
料
送
迎
、
眼
科
、
皮
膚

科
診
療
な
ど
村
民
の
安
心
づ
く
り
の
中
心
と

な
っ
て
活
躍
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

村
民
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
月
に
住
民
保
養
セ
ン
タ
ー
「
天

塩
川
温
泉
」
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
と
し

て
、
良
質
な
泉
質
と
と
も
に
営
業
し
て
お
り
、

村
民
は
も
と
よ
り
村
内
外
の
皆
様
に
広
く
利
用

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
こ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
年
頭
に
当
た
り
議
会
を
代
表
し

て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
本
村
に
お
い
て
８
月
の
２
度
に
わ
た

る
豪
雨
災
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
豪
雨
災

害
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
農
家
の
方
々

に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
広
島
土
砂
災
害
、
御
嶽
山
噴
火
、

長
野
県
北
部
地
震
等
、
自
然
災
害
が
多
発
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
村
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
、
農

業
の
畑
作
物
に
つ
い
て
は
ソ
バ
畑
・
か
ぼ
ち
ゃ

畑
の
冠
水
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ

ぼ
平
年
作
を
確
保
で
き
た
こ
と
に
安
ど
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
に
お
き
ま
し
て

は
、
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
畑
作
農
家
に
お
か
れ

ま
し
て
は
年
末
に
は
良
い
作
況
報
告
が
出
来
ま

す
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
一
方
、
酪
農

に
つ
い
て
は
生
乳
不
足
、
飼
料
の
外
国
産
輸
入

が
円
安
に
よ
る
高
騰
な
ど
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
村
の
現
状
は
生
乳
等
の
販
売

単
価
の
値
上
り
に
よ
り
販
売
金
額
は
昨
年
度
よ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

音
威
子
府
村
長　

佐
近　

勝

音
威
子
府
村
議
会
議
長　

柴
田　

清

く
、
懸
命
に
動
い
て
い
る
が
空
回
り
も
多

か
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
非
常
に
充
実
し
た
こ
と
も

少
な
い
な
が
ら
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、

過
疎
法
の
変
更
を
勝
ち
得
た
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

就
任
以
来
、
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工

芸
高
等
学
校
の
整
備
に
過
疎
債
が
使
え

な
い
等
、
国
や
道
か
ら
の
支
援
が
あ
ま

り
に
も
少
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

小
さ
な
声
を
大
き
な
力
と
し
た
い
と
考

え
、
平
成
25
年
4
月
に
16
町
村
に
よ
り

「
北
海
道
町
村
立
高
等
学
校
自
治
体
連
絡

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
文
科
省
と
総

務
省
及
び
北
海
道
に
要
望
要
請
活
動
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
北
海
道
最
少

の
首
長
が
会
長
を
務
め
、
北
海
道
町
村

会
の
支
援
も
無
い
任
意
協
議
会
で
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
平
成
26
年
３
月
に
「
過

疎
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成

立
し
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
循
環
型
社
会
構
築
を
模

索
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「
バ
イ
オ
ガ
ス

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
」
と
い
う
有
効

な
手
段
に
巡
り
合
え
た
こ
と
で
す
。
８
月

の
ド
イ
ツ
視
察
は
、
音
威
子
府
村
で
も
十

分
可
能
で
あ
り
、
人
口
減
少
を
抑
え
る
有

効
な
手
段
に
な
る
と
確
信
す
る
も
の
で
し

た
。新
し
い
農
業
形
態
即
ち「
エ
ネ
ル
ギ
ー

農
家
」
が
生
ま
れ
、
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
産
・
販
売
す
る
こ
と
で
雇
用
が
生
ま
れ
、

富
が
地
域
を
循
環
す
る
地
域
づ
く
り
が
出

来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
固
定
買
取
制

度
と
送
電
線
容
量
の
壁
が
あ
り
ま
す
が
、

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
少
子
化
の
ス
パ

イ
ラ
ル
が
活
力
を
奪
っ
て
お
り
ま
す
が
、

諦
め
ず
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。「
匠
の
里
、お
と
い
ね
っ
ぷ
づ
く
り
」

は
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
成
し
得
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
住
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。　

終
わ
り
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て

輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
と
、
健

や
か
に
お
過
ご
し
で
き
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

謹
賀
新
年

村
　
　
　
長
　
　
　
佐
近
　
　
勝
　

副
　
村
　
長
　
　
　
佐
藤
　
和
之

教
　
育
　
長
　
　
　
髙
曽
根
　
誠

村
議
会
議
長
　
　
　
柴
田
　
　
清
　
　

　村
議
会
副
議
長
　
　
伊
藤
　
力
松

行
政
常
任
委
員
長
　
大
谷
　
勝
敏

村
議
会
議
員
　
　
　
小
西
　
邦
広

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
吉
　
秀
明

　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
　
　
稔

監
査
委
員
　
　
　
　
上
出
　
秀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
　
　
稔

音威子府村村民憲章　（昭和 47 年 9月 30 日制定）
　わたくしたちは、緑こい山なみと水豊かな天塩川のもと、交通の要衝として発展してきた音威子府村の村民です。
たくましい開拓精神を受けつぎ、より住みやすく豊かなまちをつくるためこの憲章をかかげ、村民としての自覚と責
任を持ってその実行に努めましょう。

　　　　1．心をみがき、からだをきたえ、たのしいまちをつくりましょう。
　　　　1．仕事にはげみ、生産を高め、豊かなまちをつくりましょう。
　　　　1．きまりを守り、親切をつくし、、明るいまちをつりましょう。
　　　　1．自然をいかし、環境をととのえ、美しいまちをつくりましょう。

　　　　1．文化を高め、郷土を愛し、平和なまちをつくりましょう。
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ご成人おめでとうございます
2015 年　1 月 2 日吉日　音威子府村成人式

祝

平成 27 年　成人式

想い出の写真
　この写真は平成 20 年、名寄地区中体連野球大
会で実に 37 年ぶりに優勝し地区代表となって上
川管内大会へ出場した音中野球部。保護者や先
生、野球連盟の方や地域の方々が集まって祝賀
会を開いてくれた時のものです。皆さん中学 2
年生でしたね、翌年 3 年生の時には生徒数の減
少から野球部が休部となり道北中学校野球大会
に出場できなくなったさみしい思い出もありま
すね。

上野夏海 佐々木諒 寺島　杏大島花織 菅原　葵 三好嘉耶太田雅也 玉田　厚 宗原弘周 山崎皓太郎

（敬称略）

　
平
成
27
年
1
月
2
日
（
金
）、
今
年

も
天
塩
川
温
泉
を
会
場
に
成
人
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
の
成
人
式
は
「
対
象
と
な
る
方

が
一
番
多
く
村
に
滞
在
し
て
い
る
時
に
」

と
平
成
3
年
か
ら
元
旦
の
翌
日
に
開
催

し
て
お
り
今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
、
平
成
6
年
4
月

2
日
〜
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
12
名
、
当
日
の
式
典
に
は
女

性
5
名
男
性
5
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、

髙
根
誠
教
育
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に「
成

人
の
証
」（
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
）
と
破
魔

矢
（
1
年
の
幸
運
を
射
止
め
る
縁
起
物
）

が
手
渡
さ
れ
、
佐
近
勝
村
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
10
名
の
出
席
者
を
代
表
し
て
、
山
崎

皓
太
郎
さ
ん
か
ら
「
誓
い
の
言
葉
」
が

あ
り
「
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
二
十
歳

を
迎
え
ら
れ
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
改

め
て
自
己
の
可
能
性
を
最
大
限
に
生
か

し
、
出
来
る
限
り
の
努
力
を
重
ね
社
会

の
役
に
立
て
る
人
間
に
な
り
ま
す
」
と

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
幼
な
じ
み
と
楽
し
く
歓
談
し
、
中
学

生
の
時
の
担
任
で
あ
っ
た
山
口
正
博
先

生
（
現
在
美
瑛
中
学
校
勤
務
）
と
5
年

ぶ
り
の
再
会
、
式
典
に
は
当
時
教
頭
先

生
だ
っ
た
現
音
小
中
学
校
の
山
村
美
勝

校
長
先
生
も
出
席
さ
れ
お
祝
い
さ
れ
ま
し

た
。

１
月　

郵
便
料
金
値
上
げ
（
葉
書
50
円
・

封
書
80
円
）

２
月　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

金
メ
ダ
ル

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
で
金
メ
ダ
ル

（
河
野
・
阿
部
・
荻
原
）

銀
メ
ダ
ル

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
個
人　

河
野
孝
典　

ジ
ャ
ン
プ
団
体
（
原
田
・
葛
西
・
岡
部
・

西
方
）

銅
メ
ダ
ル

男
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
５
０
０
ｍ　

堀

井
学

女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
５
０
０
０
ｍ　

山
本
宏
美

４
月　

細
川
護
煕
首
相
辞
任
表
明　

羽

田
孜
内
閣
発
足

６
月　

自
民
党
・
社
会
党
・
新
党
さ
き

が
け
連
立
政
権
、
村
山
富
一
内
閣
発
足

７
月　

日
本
人
初
女
性
宇
宙
飛
行
士
向

井
千
秋
さ
ん
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
打
ち

上
げ

９
月　

関
西
国
際
空
港
開
港

10
月　

大
江
健
三
郎
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞

北
海
道
東
方
沖
地
震
、
Ｍ
8.1
、
釧
路
市

震
度
6
観
測

12
月　

昭
和
４
８
年
・
１
９
７
３
年
以

来
２
１
年
ぶ
り
出
生
数
が
大
幅
増
加
。

三
陸
は
る
か
沖
地
震
、
Ｍ
7.6
、
八
戸
市

で
震
度
6
観
測

２
月　

非
核
平
和
の
村
宣
言

10
月　

村
開
村
90
周
年
記
念
式
典
開
催

11
月　

音
威
富
士
ス
キ
ー
場
、
ペ
ア
リ

フ
ト
に
更
新

12
月　

高
等
学
校
の
校
舎
増
築
、
屋
内

体
育
館
改
築

国
の
動
き

平
成
６
年（
１
９
９
４
年
）の

主
な
出
来
事

音
威
子
府
村
の
主
な
出
来
事

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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　3日間の学生チャンピオンスキー大会は「大

荒れ」の天候でした。選手はモチベーションを

保つのに苦労したと思います。2月長野・野沢

温泉村でのインカレ頑張ってください！

　12 月 20 日に開会式、21 日から 23 日まで競技が行われた第 29 回全日本学生チャンピオンスキー大会は、

連日の強風と降雪と言う悪条件の中で行われましたが、学生選手は 3日間全力で雪上を走り抜けました。し

かし年々減少する選手数、女性は遂に 40 人台の出場となりました。少子化の影響もありますが、今後の大会

運営について協議が必要な時代となったと思います。一方、12 月 25 に開会式、25 ～ 26 日と 2日間開催さ

れた FIS FAR EAST CAP 第 32 回全日本クロスカントリー音威子府大会は、高校生から一般選手まで 500 人

が出場、韓国からの招待選手 7名も加わりました。高校男子の部では、地元おと高クロカン部が多数入賞す

る大活躍、一般の部では吉田圭伸選手が両日ともに優勝しました。

　シーズンは始まったばかりです、選手の皆様には益々のご活躍を期待します。

12 月 21 日　1.2 ｋスプリント（F）男子 140 名　女子 31名
男 子 順 位 氏 名 大 学 名 女 子 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 藤 ノ 木 光 日 本 大 学 1 位 半 藤 成 実 早 稲 田 大 学

2 位 永 井 俊 朗 日 本 大 学 2 位 大 平 麻 生 早 稲 田 大 学

3 位 石 川 謙 太 郎 専 修 大 学 3 位 有 路 杏 子 早 稲 田 大 学

12 月 22 日　男子 10k　女子 5k（F）男子 146 名　女子 42名
男 子 順 位 氏 名 大 学 名 女 子 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 藤 ノ 木 光 日 本 大 学 1 位 大 平 麻 生 早 稲 田 大 学

2 位 小 林 洋 介 日 本 大 学 2 位 滝 沢 こ ず え 早 稲 田 大 学

3 位 石 川　 潤 東 海 大 学 3 位 有 路 杏 子 早 稲 田 大 学

12 月 23 日　男子 15k　女子 10k（C）男子 134 名　女子 39名
男 子 順 位 氏 名 大 学 名 女 子 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 連 　 　 拓 東 海 大 学 1 位 大 平 麻 生 早 稲 田 大 学

2 位 藤 ノ 木 光 日 本 大 学 2 位 滝 沢 こ ず え 早 稲 田 大 学

3 位 小 林 洋 介 日 本 大 学 3 位 半 藤 成 実 早 稲 田 大 学

12 月 26 日　高校男子 10k　女子 5k（C）
順 位 氏 名 大 学 名 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 馬 場 直 人 長 野 中 野 立 志 舘 高 1 位 宮 崎 日 香 里 長 野 中 野 立 志 舘 高

2 位 本 間 有 次 長 野 中 野 立 志 舘 高 2 位 田 中 き ら り 秋 田 花 輪 高

3 位 後 藤 大 成 お と い ね っ ぷ 美 工 高 3 位 土 屋 正 恵 岩 手 盛 岡 南 高

　　　　　　一般男子 10k　女子 5k（C）
順 位 氏 名 大 学 名 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 吉 田 圭 伸 陸 自 冬 戦 教 1 位 石 田 正 子 J R 北 海 道

2 位 レ ン テ ィ ン グ 陽 T E A M A K I R A 2 位 小 林 由 貴 岐 阜 日 野 自 動 車

3 位 宮 沢 大 志 J R 東 日 本 3 位 石 垣 寿 美 子 秋 田 ゼ ロ ッ ク ス

12 月 27 日　高校男子 10k　女子 5k（F）
順 位 氏 名 大 学 名 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 馬 場 直 人 長 野 中 野 立 志 舘 高 1 位 田 中 き ら り 秋 田 花 輪 高

2 位 後 藤 大 成 お と い ね っ ぷ 美 工 高 2 位 土 屋 正 恵 岩 手 盛 岡 南 高

3 位 本 間 有 次 長 野 中 野 立 志 舘 高 3 位 渡 邉 佑 佳 長 野 飯 山 高

　　　　　　一般男子 10k　女子 5k（F）
順 位 氏 名 大 学 名 順 位 氏 名 大 学 名

1 位 吉 田 圭 伸 陸 自 冬 戦 教 1 位 小 林 由 貴 岐 阜 日 野 自 動 車

2 位 レ ン テ ィ ン グ 陽 T E A M A K I R A 2 位 石 田 正 子 J R 北 海 道

3 位 田 中 富 夢 野 陸 自 冬 戦 教 3 位 田 中 ゆ か り 東 海 大 学

12 月 25 日 （木） 開会式　　26 日 （金） ～ 27 日 ( 土 ) 競技 12 月 20 日 ( 土 )　開会式　　21 日 ( 日 ) ～ 23 日 （火） 競技12 月 25 日 （木） 開会式　　26 日 （金） ～ 27 日 ( 土 ) 競技

第33回全日本クロスカントリー音威子府大会
12 月 20 日 ( 土 )　開会式　　21 日 ( 日 ) ～ 23 日 （火） 競技

第29回全日本学生チャンピオンスキー大会
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くらしの掲示版

気
象
台
一
口
メ
モ

平
成
25
年
度
音
威
子
府
村
各
会
計

決
算
審
査
意
見
の
公
表

「
冬
の
気
圧
配
置
と
気
象
情
報
」

（
音
威
子
府
村
監
査
委
員
条
例
第
６
条
に
よ
り
）

　　

冬
に
な
る
と
、「
西
高
東
低
」
と
呼
ば
れ
る

冬
型
の
気
圧
配
置
が
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
西
方
に
あ
た
る
大
陸
に
高
気
圧
が

あ
り
、
東
の
海
上
に
低
気
圧
が
あ
り
、
日
本

付
近
で
は
等
圧
線
の
間
隔
が
混
ん
だ
気
圧
配

置
で
す
。
一
般
的
に
冬
型
の
気
圧
配
置
で
は
、

大
陸
か
ら
の
北
寄
り
の
乾
い
た
季
節
風
が
暖

か
い
日
本
海
を
吹
き
渡
る
間
に
多
量
の
水
分

（
水
蒸
気
）
が
補
給
さ
れ
、
雲
が
発
生
し
日
本

海
側
を
中
心
に
雪
を
多
く
降
ら
せ
る
の
で
す
。

旭
川
地
方
気
象
台
で
は
、
降
雪
に
よ
る
交
通

機
関
等
へ
の
影
響
の
度
合
い
を
考
慮
し
、
大

雪
警
報
や
注
意
報
を
発
表
し
て
警
戒
や
注
意

を
呼
び
か
け
更
に
、
数
十
年
に
一
度
の
大
雪

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
特
別
警
報
を
発
表
し

ま
す
。
そ
の
他
に
、
雪
を
伴
う
強
い
風
で
ふ

ぶ
き
や
吹
き
だ
ま
り
に
よ
る
交
通
障
害
に
警

戒
・
注
意
を
要
す
る
場
合
に
は
暴
風
雪
警
報

や
風
雪
注
意
報
を
、
山
に
新
雪
が
多
く
積
も
っ

た
り
気
温
が
高
く
な
っ
て
な
だ
れ
に
注
意
を

要
す
る
場
合
は
な
だ
れ
注
意
報
を
、
湿
っ
た
雪

が
強
く
降
る
な
ど
電
線
へ
の
着
雪
に
注
意
を

要
す
る
と
き
は
着
雪
注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
日
本
海
側
で
は
10
年
に
１
度
程
度
し

か
現
れ
な
い
降
雪
量
の
可
能
性
が
30
％
以
上

あ
る
場
合
に
、「
大
雪
に
関
す
る
異
常
天
候
早

期
警
戒
情
報
」
を
11
月
〜
３
月
の
毎
週
火
曜

日
と
金
曜
日
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
警
報
や
注
意
報
、
気
象
情
報
を
活

用
し
な
が
ら
、
降
雪
に
よ
る
被
害
軽
減
・
防

止
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

旭
川
地
方
気
象
台

　
　

電
話
：
０
１
６
６
（
３
２
）
７
１
０
２

旭
川
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jm
a-net.go.jp/asahikaw

a/

１
、
監
査
実
施
期
日　
　

平
成
26
年
８
月
26
日（
火
）〜
８
月
28
日（
木
）　

３
日
間

２
、
対
象
会
計　
　
　
　

音
威
子
府
村
一
般
会
計
及
び
５
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

３
、
監
査
着
眼
点　
　
　

地
方
自
治
法
第
２
条
の
14
及
び
音
威
子
府
村
監
査
委
員
規
定
に

よ
る

４
、
具
体
的
な
審
査
内
容

　

事
務
執
行
・
各
事
業
施
行
、
予
算
の
編
成
並
び
に
執
行
、

予
算
の
経
理
及
び
決
算
等
、
物
品
・
財
産
の
調
書
、
公
の
施

設
等
の
管
理
並
び
に
処
分
の
状
況
等

５
、
審
査
意
見

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
の
審
査
を
行
っ
た
が
、
近
年
国
と
地
方
を
取
り
巻
く
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
各
会
計
の
単
年
度
実
質
収
支
は

黒
字
で
あ
り
、
基
金
繰
り
入
れ
も
行
い
、
次
年
度
へ
の
繰
越

金
も
で
き
た
こ
と
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
前
年
度
比

よ
り
減
額
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
職
員
の
努
力
が
あ
っ
た
も

の
と
評
価
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
事
務
の
執
行
と
そ

の
経
営
管
理
は
お
お
む
ね
健
全
性
が
み
ら
れ
、
予
算
の
執
行

に
お
い
て
も
係
数
等
の
誤
り
は
な
く
適
正
に
処
理
さ
れ
、
書

類
等
の
整
備
も
さ
れ
て
い
る
。

　

予
算
の
目
的
に
適
合
し
た
執
行
に
つ
い
て
具
体
的
指
示
事

項
を
毎
月
の
例
月
出
納
検
査
時
に
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
処

理
は
適
正
に
行
っ
て
お
り
決
算
の
内
容
は
適
当
と
認
め
る
。

　

し
か
し
、
長
引
く
不
況
や
人
口
減
少
に
伴
い
国
と
地
方
の

財
政
状
況
は
依
然
厳
し
く
今
後
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
が

続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
単
年
度
の
決
算
状
況
ば
か
り
で
は
な
く
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
、
村
が
保
有
す
る
資
産
を
有
効
的
に
活
用

し
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
見
直
し
・
簡
素
効
率
化
を
図
り
な

が
ら
財
政
健
全
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

音
威
子
府
村
代
表
監
査
委
員　
　
　
　
　
　
　

上
出　

秀
行

音
威
子
府
村
監
査
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾　
　

稔

平成２６年１２月１４日執行

第４７回衆議院議員総選挙及び第２３回最高裁判所裁判官国民審査

候補者等別得票数

小 選 挙 区 小 選 挙 区 82.30%

比 例 代 表 比 例 代 表 82.30%

国 民 審 査 国 民 審 査 78.60%

小 選 挙 区 ５０６票 小 選 挙 区 小 選 挙 区 1.20%

比 例 代 表 ５０６票 比 例 代 表 比 例 代 表 1.20%

国 民 審 査 ４７８票 国 民 審 査 国 民 審 査 2.20%

小選挙区選出議員選挙

318
票

31
票

157
票

無　効
投票数

今　　　津  　ひ　ろ　し 自 由 民 主 党

６２２名

有　効
投票数

選挙当
日の有
権者数

さ　さ　き  　隆　　　博

候 補 者 氏 名

民 主 党

５１２名 投票率

無　効
投票率

政 党 等 の 名 称

１１票

４８９名

投票者
総　数

得 票 数

５１２名

６票

６票

日 本 共 産 党お　ぎ　う  　和　　　敏

罷 免 可 罷 免 不 可

1 票 １３６票 ３４２票

38
票 １２５票 ３５３票

119
票 １４８票 ３３０票

38
票 １２５票 ３５３票

34
票 １４７票 ３３１票

234
票

23
票

4
票

15
票

山 本 庸 幸

鬼 丸 か お る

得 票 数

自 由 民 主 党

木 内 道 祥

次 世 代 の 党

裁 判 官 氏 名

池 上 政 幸

比例代表選出議員選挙 最高裁判所裁判官国民審査

支 持 政 党 な し

公 明 党

社 会 民 主 党

民 主 党

山 﨑 敏 充

維 新 の 党

名 簿 届 出 政 党 等 の 名 称

幸 福 実 現 党

日 本 共 産 党

千
見
寺
徳
幸
氏
、
秋
の
叙
勲
　

瑞
宝
単
光
章
（
ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う
）
授
与

　

昭
和
39
年
1
月
に
音
威
子
府
消
防
団
に

入
団
以
来
、
平
成
12
年
3
月
ま
で
36
年
間
、

地
域
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
元

消
防
団
長
の
千
見
寺
徳
幸
氏
へ
瑞
宝
単
光

章
が
贈
ら
れ
、
12
月
8
日
伝
達
式
が
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
は
上
川
総
合
振
興
局
加
納
孝
之
地

域
政
策
部
長
が
役
場
に
来
庁
し
「
永
年
に

わ
た
る
消
防
防
災
活
動
の
ご
功
績
に
対
し

瑞
宝
単
光
章
を
北
海
道
知
事
に
代
わ
り
謹

ん
で
伝
達
致
し
ま
す
」
と
表
彰
状
と
勲
章

を
千
見
寺
様
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

千
見
寺
様
は
、
消
防
団
の
班
長
・
部
長
・

副
団
長
と
要
職
に
就
き
平
成
10
年
5
月
か

ら
平
成
12
年
3
月
末
ま
で
団
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

候補者等別得票数

保健福祉センターだより
健康や福祉に関するさまざまな情報を、保健福祉センターよりお伝えします。

保健師活動報告　vol.1

○子ども料理教室
　12 月 6 日 ( 土 ) に小学 5・6 年生と中学生を対象に「子ども料理教室」を開催し

ました！食事から健康を作っていくことを目的に昨年より保健福祉センターにて開

催しています。今回は 6 名の参加がありました。調理実習のなかでは終始楽しそう

な声が聞かれ、難しいさんまの三枚おろしにも全員が挑戦していました。保健師か

らは「朝ごはんをしっかり食べよう」というテーマで話をさせてもらい、食後の眠

たい時間にもかかわらず、積極的に質問をしながら参加していました。「実践的なテ

クニックを教えてもらえた！」「初めて三枚おろしをすることができた！」という、

うれしい感想を聞けたので、ぜひ来年も参加していただけたらと思っています。

○健康向上委員会
　健康向上委員会とは、保健福祉センターが主催する健康教室の 1 つです。参加

者のみなさんは、全 5 回の教室で、シェイプアップをはじめ、より健康的な生活習

慣の確立を目指します。11 月には運動の実践を学ぶため、札幌市の健康保養ネッ

トワークから運動指導の先生をお招きしました。椅子に座ってできる運動、ヨガ、

リズムエクササイズを行い、楽しみながら汗を流しました。参加者のみなさんの笑

顔が印象にのこっています。

　運動は継続が大切です！継続のためには楽しむことも大切です！保健福祉セン

ターには、今回の運動の DVD がありますので、参加者の方はもちろん、興味のあ

る方は月トレにいらしてください。一緒に楽しく体を動かしましょう！

　平成 26 年 12 月 14 日（日）第 47 回衆

議院議員総選挙及び第 23 回最高裁判所裁

判官国民審査が執行されました。

　村内の投票率は小選挙区・比例代表と

もに 82.30％で前回（平成 24 年 12 月 16

日執行）が82.22％でしたので0.08％上回

りました。

　開票は即日開票で午後 8 時から音威子

府村公民館大ホールで行われ、各候補者、

政党等の得票結果は次のとおりです。
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音威子府村地域おこし協力隊の
日々の活動の様子をお伝えします！

https://www.facebook.com/neppu.chiikiokoshi

no.25

問 総務課総務財政室 ☎ ５‐３３１１　

国
民
年
金
だ
よ
り

くらしの掲示版 くらしの掲示版

「地域おこし協力隊の新年あいさつ」

森　勇気
　新年あけましておめでとうございます。

地域おこし協力隊としての任期も残り 3 ヶ月となりました。昨年は、

家具制作中心の 1 年間でした。おといねっぷ美術工芸高等学校の卒

業生としての自分の長所も活かせた 1 年間でもありました。依頼制

作のほかに第 5 回ＡＲＴ＆ＣＲＡＦＴ展の開催では中心となり、村

内外の方々に「音威子府村」「おといねっぷ美術工芸高等学校」を知っ

ていただくお手伝いを微力ながら出来たように思います。

　残りの任期でできる事、その後も村に残り次は地域おこし協力隊で

はなく、盛り上げていく努力をしてまいりたいと思います。

　今年もよろしくお願いいたします。

渡辺　瑞生
　新年あけましておめでとうございます。今年も例年通りの大雪で雪

かきに追われる日々ですね。

　さて、地域おこし協力隊の任期も残すところあと 3 ヶ月となりま

した。これまで行かせていただいた研修では「地域の魅力」について

考えるワークショップが多く、その中で地元の良いところ、楽しい出

来事、面白い人、訪れてほしいところを書き出して、その活かし方を

考えるといったものでした。音威子府には一般的に言われる「観光ス

ポット」はありません。でも「あのお店の方とお話しすると楽しい」「あ

そこから見る景色は誰にも教えたくないほど絶景だ」など何かしらの

『お気に入りスポット』を皆さん持っていると思います。その一つ一

つが一番大切な地域おこしの材料になるのだ、とこの 3 年間で感じ

ました。

　残りわずかではありますが、音威子府の魅力を発信するお手伝いを

していきたいと思います。

川﨑　　映
　明けましておめでとうございます。昨年 4 月に地域おこし協力隊

員として委嘱され、11 月末までエコミュージアムおさしまセンター

で勤務しておりました。昨年は無料観覧の方も合わせて、2,800 名

の方が来て下さいました。来館くださった方々、支えて下さる村民の

方々、そして私が暮らす筬島の皆様に心から感謝いたします。

　今後は季節に合わせながら、自然を楽しく学んで頂ける様な体験ツ

アーを更に積極的に企画していく予定です。企画がなくても事前に

言って頂ければ山の中へご案内しますので、村内の皆様もぜひ、3 モ

アにいらしてください。今年も宜しくお願いいたします。

　私は 12 月から村観光協会のお手伝いをしており、年末までクロカ

ン選手の宿泊施設設営をしました。現在は観光協会専用の新しいホー

ムページの作成を着々と進めています。

工事・事業名 入札参加業者
（太字は落札・請負業者）

入札価格
（税 抜） 予定価格 契約価格

（落札率） 概　要 期　間
（着工～完了等）

最高裁判所裁判官国民審
査投票読取機購入事業 ㈱ムサシ札幌支店 1,700,000円 1,857,600円 18,360,000 円

【98.8％】

最高裁判所裁判官国
民審査投票読取機　

1台

Ｈ26.12.1
Ｈ26.12.12

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜
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国
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将
来
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な
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ま
す

　

国
民
年
金
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20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
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国
が
責
任
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も
っ
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た
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し

て
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国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年

金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
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、
加
入

者
が
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亡
し
た
場
合
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そ
の
加
入
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に
よ
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生
計
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維
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れ
て
い
た
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族
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子
の
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る
配
偶
者
」

や
「
子
」）
が
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け
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ま
す
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」
と
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若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

ご
本
人
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所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
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象
と
な
る
学
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、
学
校
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育
法
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定
す
る

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。
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配
偶
者
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合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
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110 通報の適切な利用促進及び警察相談専用電話（＃9110）のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

110 通報の適切な利用促進及び

警察相談専用電話（＃ 9110）のご紹介

　平成２１年１２月の農地法改正に伴い、村内の１年間の農地賃貸借に関する情報の公開が義務付けられました。　

音威子府村農業委員会では、農地の賃借料の目安として村内で過去１年間に行われた農用地利用集積計画での利用 設定（農

地の貸し借り）の情報をもとに、賃借料の情報提供を行っています。

　平成２６年中に締結された農地の賃借料は下記のとおりとなっています。農地の賃貸借を決定する際の参考としてください。

地区名 利用地目 区分
賃借料

（10a あたり）
賃貸借件数

音威子府村全域 畑
最高額 ３，４００円

１０件最低額 １，０００円
平均額 １，７００円

入札情報　１２月分

農業委員会から農地賃借料情報のお知らせ
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号

1/26（月） 生活習慣病予防 “月トレ ” （保健福祉センター　9時 30分～）

（保健福祉センター　9時 30分～）

2/5（木） 運転免許更新時講習 （村公民館　12時 30分～）

村の人口

交通事故死ゼロ

（平成 26年 12月末現在）

（平成 26年 12月末現在）

800

4267

人

日

（前月比　0 人）

うち男性 402 人
女性 398 人

世帯数　　　 戸491

ちいきの動き　イベントカレンダー

　音威子府村成人式の式典が終了し、天塩川温泉の豪華なお料理
を囲んで祝賀会が始まりました。中学時の担任だった山口正博先
生がお祝いの言葉を述べた後「3 年生の時に “10 年後の自分へ ”
と題した手紙を書いた事おぼえていますか？本当は 25 歳の自分
あての手紙ですが今日、皆さんにお渡しします」「えっ、そんな
ことあったっけ？」「何書いたんだろ？覚えてない」小さな声が
聞こえるなか、山口先生が一人一人に声をかけて封筒を渡してい
ました。さて、どんなことが書かれていたのでしょうか。今は将
来の自分に向かって一生懸命頑張っている時、希望や目標を失う
ことなく、前を向いて走り続けてください。

　音威富士の麓から村民を守る八幡神社、平成 27 年 1 月 1 日の元旦初も
うでに久し振りにカメラ片手に参拝を兼ね行ってきました。深夜の音威子
府は雪も降らず、シバレもきつくなく「たくさんの方が来るかな？」と期
待しておりました。初もうでに来る方が集まる前に突然、屋根の雪が一気
に落ちてびっくりしましたが何事もなくホッとしました。
　さて参拝に訪れる方々は兄弟で、ご家族で、友人と…それぞれでしたが
しっかりと手を合わせ「大学合格祈念」「今年一年健康で過ごせますように」
「家内安全・一家団欒」を願っていました。
　約 1時間でぱったりと人気がなくなった八幡神社、人は減りましたが願
い事はたくさんあった『初もうで』願いを叶える努力をお忘れなく。

　年末のクロカン大会、新年 2 日から成人式と音威子府は
忙しいし賑やかです。ですが、雪も降らず穏やかな 3 が日
を過ごし少々運動不足気味ではないでしょうか（雪はねでの
全身運動がなかった…）。とは言え、人それぞれ違いますが
次々と迎える事柄があります。「備えあれば憂いなし」この
精神で頑張っていきましょう。

今月の表紙

1/19（月） 生活習慣病予防 “ 月トレ ”

幼児センター幼稚園児 3学期始業式
小中学校 3学期始業式1/20（火）

寄付金お礼

初もうで

　平成26年10月17日、宇佐見保正様
より離村にあたって村に1,000,000円
のご寄附がございました。
心よりお礼申し上げます。

（保健福祉センター 10時～）1/21（水） 乳幼児・妊産婦健康相談・BABYサロン
1/22（木） ヒブ予防接種 （村立診療所　15時～）

1/23（金） （保健福祉センター　9時 30分～）介護予防教室

1/29（木） 小児用肺炎球菌予防接種 （村立診療所　15時～）

初もうで


